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といった地域大国の役割にも注目した。主な結論は以下の 3 点である。（1）6月 3 日にスー
ダン軍部がデモ隊を強制排除する以前には、サウジアラビア陣営はスーダン国内政治に影響




















しかしバシール政権は、2018 年 9 月頃からライフラインともいえるガソリンや小麦の調達に必
要な外貨を準備できず、さらに、スーダンの通貨であるポンドの銀行からの引き落としに制限を
かけるようになり、経済危機がすべての国民を直撃した。この経済危機を誘発した諸要因の詳細
は割愛するが、主要なものには、2011 年 7 月の南スーダンの独立による、スーダンの原油輸出量
の激減（南スーダンの原油生産量はスーダン全体の 75％近くを占めていた）に加え、汚職の蔓延、
米国による経済制裁の影響が指摘できる。 
経済危機に耐えかねた国民は、2018 年 12 月中旬からガソリン不足やパンの値上げに対して、
断続的に抗議デモを開始した。デモは、ハルツームのみならず地方都市においても多発するよう
になった。これに対して政府は、厳しい弾圧を行使したものの、かえって、それが抗議行動に油
を注ぐ結果をもたらした。国民は、2019 年 4 月 6 日に首都ハルツームの軍本部前などで座り込み
のデモを開始し、最終的には軍が 2019 年 4 月 11 日に無血クーデターをおこしてバシールを解任
する形で決着がついた。 
このクーデターを主導したのは、バシールの側近であり第一副大統領兼国防大臣を務めていた




議長に指名した。ハルツームの軍本部前で座り込みをしていた人々は、2019 年 6 月 3 日には暫定
軍事評議会の軍隊によって強制的に排除され、多数の死傷者が出た。以降、TMC は、即時の民政


























１．バシール体制の崩壊から 2019年 6月 3 日までの主要な政治主体間の権力関係 
 
ここでは、バシール体制の崩壊以降に、政治権力をめぐって熾烈な争いを展開した主要な国内ア
クター、特に FFC と TMC に焦点を当て、各アクターがどのような権力の源泉をいかに活用して
きたのかを検討する（表１）。民主化勢力を代表する FFC は、スーダン専門職能者連合や国民合意
勢力、スーダンの呼び声といった組織から構成されている。FFC は、2018 年 12 月に始まった抗
議行動に参加した多くの国民の支持を得て、民主化を推進するために中核的役割を果たした。し
かし、バシール体制が軍の介入による軍事クーデターという形で崩壊したため、軍や治安部隊が
新たに立ち上げた TMC が主要な内部アクターに躍り出た。FFC は国民の高い支持を得ていたと
はいえ、深刻な経済危機への迅速な対応が求められた流動的な状況下では、30 年にわたって経済
活動に深く関与してきた軍や治安部隊の協力が、平和的移行のためには必須だった2。 
                                                        



















FFC は、軍事クーデターの直後に TMC に対して、迅速で完全な文民主体への権力移譲を求め
た。この要求には非現実的な一面があったものの、革命の担い手であり軍部への譲歩を是としな
い市民に押された FFC は、その道を選択せざるを得なかった。加えて、発足したばかりの TMC
の主要メンバーには、バシール政権の支持基盤であるイスラーム運動に近い者が多かったため、
TMC が旧体制の基盤を解体するとは考えにくかった。そのために FFC とその支持者は、TMC の
メンバーらがなんらかの形で旧体制を存続させるために革命をハイジャックしたのではないか、
                                                        
防に加え、経済の主要なプレイヤ－となっている。 





































ン革命戦線（Sudan Revolutionary Front 
［SRF］）」から構成されている 
国家情報治安当局（National Intelligence 












デターの直後に AU の平和安全保障委員会（Peace and Security Council）は、TMC に対して 2 週間
以内に民政移管を完了させることを要求し、応じない場合にはスーダンの AU 加盟を凍結すると
通告した［Sudan Tribune 2019b］。ただし、AU のこの動きは FFC に外部的な正当性を付与したが、
後述するように、革命的な正当性の存在と AU による正当性の付与だけでは、TMC に民政移管を
強制することは困難であった。 
一方の TMC は、軍事力を持つと同時に、湾岸産油諸国からの手厚い経済的支援に支えられてい




を与えていたことの 3 点が考えられる。 





速支援部隊（Rapid Support Force: RSF）のトップであるモハメド・ハムダン・ダガロ（Mohamed 
Hamdan Dagalo、別名：ヒメッティ Hemetti）に白羽の矢が立った［Vertin 2019］。二人は、バシー
ル体制が崩壊する過程で錯綜した状況を巧みに操作し、TMC の議長と副議長のポストについた。
さらに AU の議長を務めるエジプトのアッ＝シーシー（el-Sisi）大統領は、TMC が民政移管を完
了させるまでの期間を 2 週間から 3 カ月に延長するように、AU を説得することに成功したので










                                                        




























現実的な選択肢であった7。一方、2001 年 9 月 11 日に米国を襲った同時多発テロの直後から、そ
れまではいわゆる過激派組織に協力してきたバシール政権は、過激派組織に関する情報共有を米
国と積極的に行うようになった。スーダンの国家情報治安当局（National Intelligence and Security 





                                                        
4 TMC は発足当初、すべての政治勢力と話し合い、特定の勢力を阻害しないという姿勢を打ち出したため、イス
ラーム運動の関係者のなかでも楽観的な見方をした者が少なくない。 
5 イエメン戦争やリビア内戦、シリア内戦およびバーレーンへの派兵がサウジアラビアと UAE の介入の度合いを
物語っている。 
6 筆者が FFC 幹部に実施した電話インタビューによる（2019 年 10 月 21 日）。 
7 2014 年 11 月に EU は、アフリカからの不法難民を抑制するため、不法難民の東アフリカルートの重要な中継点
となっているスーダンのハルツームで、関係各国とハルツーム・プロセスに合意した。難民発生国に対する経
済支援が盛り込まれ、RSF がスーダンの国境警備にあたるようになった［Tubiana and Saeneen 2018］。 
バシール政権崩壊から暫定政府発足に至るスーダンの政治プロセス 





２．2019年 6 月 3日の虐殺 
 
2019 年 4 月 11 日にバシール体制が崩壊して以来、民主化勢力と軍部のあいだでは約 2 カ月の
あいだ膠着状態が続いていたが、それを大きく変換させる転機となったのが 6 月 3 日の虐殺事件
である。本節ではこの事件が発生した背景と、それ以降にスーダン内部の政治主体間の権力関係
がどのように変化したのか、そして、その変化をもたらした諸要因は何かを分析する。 
まず、6 月 3 日事件に至るまでの経緯を説明する。前述したように、民主化勢力が主導した政府
に対する抗議運動は 2018 年 12 月中旬に始まり、治安部隊の弾圧に耐えながら比類のない徹底し
た「非暴力運動」として継続した。しかし、抗議活動が長期化していくなかで、民主化勢力のリ
ーダーらのあいだには、バシール政権を崩壊に追い込むための決定的な行動が必要であると主張









い。ともあれ、国軍の離反や分裂を危惧した軍の上層部は、4 月 11 日にバシールを見捨ててクー
デターを起こし、ここにバシール体制は崩壊した。 







座り込み参加者の大半は民主化勢力の代表として FFC を支持していたため、TMC との交渉プ
ロセスにおいて、FFC はこの座り込みをもっとも重要な政治力の源泉としていた。FFC が突き付
                                                        






48 アフリカレポート 2020年 No.58 
 





利用して両国政府は TMC に対して、FFC との交渉を打ち切るよう圧力をかけたのである。サウジ
アラビア陣営は、FFC を無視しても、TMC は単独あるいは他の政治勢力や部族長の後押しを受け





























                                                        
10 ラービア虐殺については、CNN［2013］を参照。 
バシール政権崩壊から暫定政府発足に至るスーダンの政治プロセス 







6 月 3 日の強制排除事件の 4 日後の 6 月 7 日、エチオピア首相のアビイ・アハメド（Abiy Ahmed）
は TMC と FFC の仲介役を買って出た。彼は事前通知なしにハルツームに向かい、TMC もしぶし
ぶそれを受け入れざるを得なかった。アビイ・アハメドは在ハルツーム・エチオピア大使館で FFC
のリーダーらと会合をもち、FFC と TMC が 6 月 3 日事件以前に合意していた内容をもとにして、
新たな合意を作るべきだと伝えた。残虐な事件に大きなショックを受けていた FFC のリーダーら
は、最初は TMC との話し合いを拒否する構えを見せた。しかし FFC のなかには、アビイ・アハ
メドの提案を受け入れて現実路線をとることで、デモ隊の強制排除によって FFC が失った「後ろ





















                                                        
11 TMC の議長と副議長は、座り込みの排除に先立ち、エジプトと UAE、サウジアラビアを外遊しており、この
3 ヵ国は、自分たちの懸案事項をスーダンで解決できるのは TMC だと考えていた［Abdelaziz and Georgy 
2019］。 
12 筆者が、エチオピア首相との会合に出席していた FFC のメンバーに対して行った電話インタビューによる
（2019 年 10 月 21 日）。 
バシール政権崩壊から暫定政府発足に至るスーダンの政治プロセス 









一方では、FFC を排除した形で暫定政府を発足させることが可能だと考えた TMC は、FFC を
軽視し、ほかの政治勢力や部族長、スーフィー教団などの支持の獲得に動き始め、ハルツーム東
部にある国際展示場で、数千人のリーダーらを集めて TMC の支援を訴えた。さらに TMC は、9
か月以内に選挙を実施すると発表するなど、これまでに FFC と合意した内容を反故にする姿勢を






軍本部前広場の座り込みが TMC によって排除された 6 月 3 日事件によって、FFC を中心とす
る民主化勢力は、いったん機能不全に陥ったものの、その打開策として全国規模のゼネストを呼






圧力をかけることを要求した。加えて FFC は、6 月 30 日に百万人規模のデモを実施しようと市民
に呼びかけたのである。 
この提案によって、治安部隊と民主化勢力のあいだに大規模な衝突がおこる可能性が再来した。
仮に、6 月 30 日のデモが失敗すれば、TMC がさらに実権を強化し、FFC を排除して名目的な民政
移管プロセスを推進することが可能となる14。そのような事態を阻止すべく FFC は、スーダン人









14 TMC との交渉にあたった FFC のメンバーによれば、6 月 30 日の直前に行われた直接交渉の会議の帰り際に
バシール政権崩壊から暫定政府発足に至るスーダンの政治プロセス 
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ディアスポラのネットワークを活用し、欧米諸国の政府や人権団体への働きかけを続けた。結果
として、欧米諸国の政府は次々に、TMC が行使した過剰な暴力を非難し、6 月 30 日のデモに対す
る暴力行使を自粛するように促した。加えて、米国国務省はスーダンに対する制裁の発動を忠告
した［Africanews 2019］。 
6 月 30 日のデモは、TMC の予想に反して大成功に終わった。事前に計画されたデモのルートに
多くの市民が殺到し、FFC に対する国民の信頼がいまだに盤石であることが明確になった。同時
に、欧米諸国の主要都市ではスーダン人ディアスポラによる大規模デモが実施され、欧米メディ
アで大きくクローズアップされた［Darfur Women Action Group 2019］。欧米から事前に発せられた
厳しいメッセージを受けて、TMC はデモ隊に対する大規模な暴力を自粛した。以降、TMC は FFC
との合意に向けて交渉プロセスを加速することを余儀なくされた。 
エチオピアや AU が仲介したことや、TMC およびその後ろ盾のサウジアラビアや UAE に対し
て欧米諸国が圧力をかけたことに加えて、6 月 30 日の百万人規模のデモ行進によって、TMC と
FFC の権力関係が急激に拮抗するようになり、7 月上旬には予備合意（preliminary agreement）が

















（Mohammed al-Assam）は、FFC を代表してスピーチを行った。彼は、2018 年 12 月に「スーダン
専門職能者連合」メンバーのなかで最初の逮捕者となり、バシール体制が崩壊した 2019 年 4 月 11
日直後に釈放されたが、その端正なマスクとチェックの洒落たシャツも相まって、国民の人気者
になっていた。彼のスピーチは 15 の短いメッセージで構成されており、その第 13 メッセージは、
近隣諸国の政府の関与の仕方を評価したもので、「われらの革命をサポートした友人国に深く感謝
                                                        
TMC のメンバーから「6 月 30 日のデモが失敗すれば、TMC は独自に政府発足に踏み切る」と威嚇されたという
（筆者の電話インタビューによる。2019 年 10 月 21 日）。 
バシール政権崩壊から暫定政府発足に至るスーダンの政治プロセス 
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